
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　演算装置と、第１の入力装置と、第２の入力装置とを備え、前記演算装置と前記第１の
入力装置及び第２の入力装置との間で双方向の信号伝送がなされるコンピュータ装置にお
いて、
　前記第１の入力装置 と第２の入力装 対応す 方向信号
、送信信号および受信信号も含めて時分割して１つの双方向信号に混合すると共に、この
１つに混合された双方向信号を第１の入力装置 と第２の入力装
対応す 方向信号 戻す混合回路を、前記演算装置の側と前記第１及び第２の入力装
置の側との双方に備え、前記演算装置と前記第１及び第２の入力装置との間で、前記混合
回路により混合した信号の伝送がなされることを特徴とするコンピュータ装置。
【請求項２】
　１つに混合された伝送路中の双方向信号を単独の伝送路上の送信信号と受信信号とに分
離すると共に、前記両単方向信号を前記双方向信号に戻す信号分離回路と、
　前記単方向信号を平衡信号に変換すると共に、前記平衡信号を前記単方向信号に戻す平
衡信号変換回路と、
　を前記演算装置と前記入力装置との双方に備え、
　前記演算装置側の平衡信号変換回路と前記入力装置側の平衡信号変換回路との間を平衡
信号伝送路で接続したことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ装置。
【請求項３】
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　平衡信号変換回路にＲＳ４２２信号変換回路を用いたことを特徴とする請求項 記載の
コンピュータ装置。
【請求項４】
　１つに混合された伝送路中の双方向信号を単独の伝送路上の送信信号と受信信号とに分
離すると共に、前記両単方向信号を前記双方向信号に戻す信号分離回路と、
　前記単方向信号を光信号に変換すると共に、前記光信号を前記単方向信号に戻す光信号
変換回路と、
　を前記演算装置と前記入力装置との双方に備え、
　前記演算装置側の光信号変換回路と前記入力装置側の光信号変換回路との間を光ケーブ
ルで接続したことを特徴とする請求項１に記載のコンピュータ装
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、演算装置、入力装置、表示装置とを備えたコンピュータ装置に関し、特に、入
力装置がフルキーボードとポインティングデバイスとの２つの入力装置であり、この２つ
の入力装置を演算装置から離れた場所に配置することができるコンピュータ装置に関する
ものである。
【０００２】
【従来の技術】
パーソナルコンピュータでは、入力装置としてフルキーボードとマウスまたはトラックボ
ールとを備えたものが一般的な構成となっている。このようなコンピュータ装置の構成を
図１１、図１２に示す。
【０００３】
図１１は、従来技術に係るコンピュータ装置３０の構成を示すブロック図で、演算装置Ａ
と、フルキーボードによる第１の入力装置Ｂ１と、マウスまたはトラックボールによる第
２の入力装置Ｂ２と、表示装置Ｃとを備えて構成されている。前記演算装置Ａと第１の入
力装置Ｂ１及び第２の入力装置Ｂ２との間は、それぞれ双方向のＴＴＬレベル信号の双方
向信号伝送路２７、２８で接続され、この間はシリアル信号伝送がなされる。
【０００４】
図１２は、前記コンピュータ装置３０の演算装置Ａと第１の入力装置Ｂ１、演算装置Ａと
第２の入力装置Ｂ２との間の信号伝送の構成を示す回路図である。演算装置Ａには第１の
入力装置Ｂ１との間で双方向の信号伝送するための通信制御回路２５ａ、第２の入力装置
Ｂ２との間で双方向の信号伝送するための通信制御回路２６ａが設けられ、第１の入力装
置Ｂ１に演算装置Ａと双方向の信号伝送するための通信制御回路２５ｂ、第２の入力装置
Ｂ２に演算装置Ａと双方向の信号伝送するための通信制御回路２６ｂが設けられている。
演算装置Ａから第１の入力装置Ｂ１に制御コマンドを出力するときには、前記通信制御回
路２５ａからデータ信号とクロック信号とが出力され、双方向伝送路２７を通じて第１の
入力装置Ｂ１の通信制御回路２５ｂに入力される。逆に、第１の入力装置Ｂ１から演算装
置Ａにデータを出力するときには、第１の入力装置Ｂ１の通信制御回路２５ｂからデータ
信号とクロック信号とが出力され、演算装置Ａの通信制御回路２５ａに入力される。第２
の入力装置Ｂ２についても同様の信号伝送がなされる。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
上記のように構成されるコンピュータ装置を生産設備等の制御装置として利用するとき、
演算装置の設置場所と、第１及び第２の入力装置、表示装置の設置場所とを数メートル以
上離して設置しなければならない場合がある。このように演算装置と入力装置とを離して
設置する場合には、これらの間の制御信号に周辺機器からのノイズが混入することによる
誤動作が発生したり、逆に制御信号が周辺機器に対して電磁障害を与える恐れがある。
【０００６】
本発明は、演算装置と入力装置とを離隔地点に設置した場合にも上記のごとき障害を発生
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させない信号伝送方法を採用したコンピュータ装置を提供することを目的とするものであ
る。
【０００７】
【課題を解決するための手段】
　本願の第１発明は、演算装置と、第１の入力装置と、第２の入力装置とを備え、前記演
算装置と前記第１の入力装置及び第２の入力装置との間で双方向の信号伝送がなされるコ
ンピュータ装置において、前記第１の入力装置 と第２の入力装
対応す 方向信号 、送信信号および受信信号も含めて時分割して１つの双方向信号
に混合すると共に、この１つに混合された双方向信号を第１の入力装置

と第２の入力装置に対応す 方向信号 戻す混合回路を、前記演算装置の側と前
記第１及び第２の入力装置の側との双方に備え、前記演算装置と前記第１及び第２の入力
装置との間で、前記混合回路により混合した信号の伝送がなされることを特徴とする。
【０００８】
　上記構成によれば、演算装置と第１及び第２の入力装置との間の ２つ
の双方向信号は、送信側においては、混合回路により送信信号および受信信号も含めて時
分割して１つの双方向信号に混合されて伝送路で伝送され、受信側においては、送信信号
および受信信号も含めて時分割して混合されている１つの双方向信号が第１及び第２の入
力装置に対応する２つの双方向信号に戻され、演算装置と第１及び第２の入力装置との間
で互いの信号が入出力される。
【０００９】
　上記コンピュータ装置は 衡信号変換回路にＲＳ４２２信号変換回路を用いて構成す
ることができ、ＲＳ４２２は平衡型デジタル電圧インタフェースとして、平衡信号伝送の
電気的特性が定められており、ノイズの影響を受け難い平衡信号伝送として採用すること
ができる。
【００１０】
　

【００１６】
【発明の実施の形態】
以下、添付図面を参照して本発明の一実施形態について説明し、本発明の理解に供する。
尚、以下に示す実施形態は本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範囲を限定
するものではない。
【００１７】
図１は、本発明の第１の実施形態に係るコンピュータ装置の構成を示すブロック図である
。尚、従来構成と共通する要素には同一の符号を付している。
【００１８】
図１において、第１の実施形態に係るコンピュータ装置１は、生産設備の制御装置として
構成されており、演算装置Ａと、第１の入力装置Ｂ１と、第２の入力装置Ｂ２と、表示装
置Ｃと、演算装置Ａと第１の入力装置Ｂ１及び第２の入力装置Ｂ２との間の信号伝送を制
御する混合回路４ａ、４ｂ、信号分離回路５ａ、５ｂ、平衡信号変換回路６ａ、６ｂと、
平衡信号伝送路７とを備えて構成されている。
【００１９】
前記第１の入力装置Ｂ１はフルキーボードによるデータ入力手段、第２の入力装置Ｂ２は
マウスあるいはトラックボールによるデータ入力手段である。本構成に係るコンピュータ
装置１では、制御の都合上から前記演算装置Ａと、第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２、
表示装置Ｃとの間が数メートル以上に離れた離隔地点にそれぞれを設置するため、その間
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また、本願のコンピュータ装置は、１つに混合された伝送路中の双方向信号を単独の伝
送路上の送信信号と受信信号とに分離すると共に、前記両単方向信号を前記双方向信号に
戻す信号分離回路と、前記単方向信号を光信号に変換すると共に、前記光信号を前記単方
向信号に戻す光信号変換回路と、を前記演算装置と前記入力装置との双方に備え、前記演
算装置側の光信号変換回路と前記入力装置側の光信号変換回路との間を光ケーブルで接続
したことを特徴とする。



の信号伝送に対して周辺機器からのノイズの影響を受けないこと、逆に周辺機器に対して
不要輻射による影響を与えないようにするため、信号伝送経路に前記混合回路４ａ、４ｂ
、信号分離回路５ａ、５ｂ、平衡信号変換回路６ａ、６ｂ、平衡信号伝送路７を設けて、
信号伝送を平衡信号により行う。
【００２０】
以下に、コンピュータ装置１の特徴である信号伝送のための各構成要素について順を追っ
て説明する。まず、混合回路４ａ、４ｂについて説明する。図２は混合回路の構成を示す
回路図、図３は時分割信号転送のタイミング図である。
【００２１】
図２において、演算装置Ａ側の混合回路４ａは、演算装置Ａと第１の入力装置Ｂ１との間
で相互に入出力するための双方向信号ａ 1  と、演算装置Ａと第２の入力装置Ｂ２との間で
相互に入出力するための双方向信号ａ 2  との２つの双方向信号を混合して、１つの双方向
信号ａ 3  に変換する。
【００２２】
演算装置Ａには、先に従来構成において示したように、第１の入力装置Ｂ１との信号伝送
のための通信制御回路（ＬＳＩ）２５ａと、第２の入力装置Ｂ２との信号伝送のための通
信制御回路（ＬＳＩ）２６ａとが設けられており、それぞれデータ信号とクロック信号と
からなる２つの双方向信号ａ 1  、ａ 2  の入出力制御を行っている。この２つの双方向信号
ａ 1  、ａ 2  は、前記混合回路４ａに設けられた混合制御回路１４ａによって１つの双方向
信号ａ 3  に変換される。
【００２３】
同様に、第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２の側にも、それぞれ通信制御回路２５ｂ、２
６ｂが設けられており、第１の入力装置Ｂ１の通信制御回路２５ｂの双方向信号ｂ 1  と、
第２の入力装置Ｂ２の通信制御回路２６ｂの双方向信号ｂ 2  とは、第１及び第２の入力装
置Ｂ１、Ｂ２側の混合回路４ｂに設けられた混合制御回路１４ｂによって混合され、１つ
の双方向信号ｂ 3  に変換される。
【００２４】
演算装置Ａから第１の入力装置Ｂ１または第２の入力装置Ｂ２に制御コマンドを出力する
ときは、演算装置Ａ内の通信制御回路２５ａまたは２６ｂから出力された２つの非同期の
送信信号ａ 1  （Ｔ）、ａ 2  （Ｔ）は、混合回路４ａ内の入力ポートＰ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ
４から混合制御回路１４ａに入力される。この混合制御回路１４ａは予め設定された変換
手順により、送信信号ａ 1  （Ｔ）と送信信号ａ 2  （Ｔ）とが１つの送信信号ａ 3  （Ｔ）に
変換され、バッファ３５、３６を通じて出力される。尚、前記ａ 1  （Ｔ）、ａ 2  （Ｔ）等
の記載は、双方向信号であるａ 1  、ａ 2  等の送信（ Transmission）と受信（ Recept）とを
区別するもので、双方向信号の中の送信信号に（Ｔ）、受信信号に（Ｒ）を付している。
以下の記載においても同様である。
【００２５】
第１の入力装置Ｂ１または第２の入力装置Ｂ２からのデータ入力は、演算装置Ａ側の混合
回路４ａ内の入力ポートＰ５、Ｐ６から混合制御回路１４ａに入力される。混合制御回路
１４ａは予め設定された変換手順により、１つの受信信号ａ 3  （Ｒ）をデータ信号とクロ
ック信号とで構成された２つの受信信号ａ 1  （Ｒ）とａ 2  （Ｒ）とに変換し、出力バッフ
ァ３１、３２、３３、３４を通じて演算装置Ａ内の通信制御回路２５ａまたは２６ａに出
力する。
【００２６】
上記演算装置Ａ側の混合回路４ａにおける動作と同様の動作が、第１及び第２の入力装置
Ｂ１、Ｂ２側の混合回路４ｂにおいてもなされ、第１の入力装置Ｂ１の送信信号ｂ 1  （Ｔ
）と第２の入力装置Ｂ２の送信信号ｂ 2  （Ｔ）とが混合されて送信信号ｂ 3  （Ｔ）として
出力され、演算装置Ａからの受信信号ｂ 3  （Ｒ）は受信信号ｂ 1  （Ｒ）と受信信号ｂ 2  （
Ｒ）とに振り分けられて第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２にそれぞれ入力される。
【００２７】
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上記混合回路４ａ、４ｂによる信号の混合動作は、図３に示すように、時分割で転送する
ことによって行われる。
【００２８】
図３は、時分割のタイミング図で、演算装置Ａと第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２との
間における信号伝送の時分割内容を示している。同図において、同期（１）は演算装置Ａ
から第１の入力装置Ｂ１へ向けての送信信号ａ 1  （Ｔ）を送信信号ａ 3  （Ｔ）として出力
するタイミングであり、第１の入力装置Ｂ１は受信信号ｂ 1  （Ｒ）として受信する。また
、同期（２）は第１の入力装置Ｂ１から演算装置Ａへ向けての送信信号ｂ 1  （Ｔ）を送信
信号ｂ 3  （Ｔ）として出力するタイミングであり、演算装置Ａは受信信号ａ 1  （Ｒ）とし
て受信する。更に、同期（３）は演算装置Ａから第２の入力装置Ｂ２へ向けての送信信号
ａ 2  （Ｔ）を送信信号ａ 3  （Ｔ）として出力するタイミングであり、第２の入力装置Ｂ２
は受信信号ｂ 2  （Ｒ）として受信する。更に、同期（４）は第２の入力装置Ｂ２から演算
装置Ａへ向けての送信信号ｂ 2  （Ｔ）を送信信号ｂ 3  （Ｔ）として出力するタイミングで
あり、演算装置Ａは受信信号ａ 2  （Ｒ）として受信する。以降は同期（１）から（４）ま
でを繰り返す。
【００２９】
次に、信号分離回路５ａ、５ｂについて説明する。図４は信号分離回路の構成を示す回路
図である。
【００３０】
図４において、信号分離回路５ａは、双方向信号と単方向信号とのいずれか一方を他方に
変換する変換制御回路１５ａを備えて構成されている。演算装置Ａから第１の入力装置Ｂ
１または第２の入力装置Ｂ２への信号伝送するときは、先に説明した混合回路４ａにより
１つに混合された双方向信号ａ 3  として出力されたデータ信号とクロック信号とが、この
信号分離回路５ａの入力バッファ３７、３８を通じて前記変換制御回路１５ａに入力され
る。変換制御回路１５ａは予め設定された通信手順と通信速度に準じて入力されたデータ
信号に通信制御用のコマンドを付加して送信信号とし、送信信号出力バッファ３９を通じ
て送信信号ａ 4  を出力する。
【００３１】
第１の入力装置Ｂ１または第２の入力装置Ｂ２からの入力信号は、受信信号ａ 5  として入
力バッファ４０を通じて変換制御回路１５ａに入力される。前記変換制御回路１５ａは予
め設定された通信手順と通信速度に準じて受信信号ａ 5  から通信制御用コマンドを削除し
て演算装置Ａへの入力データとし、出力バッファ４１、４２を通じてデータ信号とクロッ
ク信号とを混合回路４ａに出力する。
【００３２】
第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２側の信号分離回路５ｂも同様に変換制御回路１５ｂを
備えて構成されており、前記演算装置Ａ側の信号分離回路５ａと、第１及び第２の入力装
置Ｂ１、Ｂ２側の信号分離回路５ｂとは、予め設定された通信手順と通信速度とに従って
動作する。
【００３３】
次いで、平衡信号変換回路６ａ、６ｂ及び伝送路７について、平衡信号回路の好ましい実
施態様として、ＲＳ４２２規格になるＲＳ４２２回路を採用した構成を図５を参照して説
明する。
【００３４】
図５において、演算装置Ａ側の平衡信号変換回路６ａ及び第１及び第２の入力装置Ｂ１、
Ｂ２側の平衡信号変換回路６ｂは、それぞれＲＳ４２２信号変換回路として構成され、こ
の間の平衡信号伝送路７はＲＳ４２２信号伝送路として構成されている。演算装置Ａ側の
平衡信号変換回路６ａは、ラインドライバ１７ａとラインレシーバ１８ａとを備えて構成
され、演算装置Ａ側の信号分離回路５ａによって単方向信号に分離された送信信号ａ 4  は
、ラインドライバ１７ａによりＲＳ４２２信号（平衡信号）に変換され、平衡信号伝送路
７により伝送されて第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２側の平衡信号変換回路６ｂが備え
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たラインレシーバ１８ｂに入力される。このラインレシーバ１８ｂにより単方向信号ｂ 4  

に変換された受信信号は、第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２側の信号分離回路５ｂに入
力される。
【００３５】
第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２側の信号分離回路５ｂからの送信信号ｂ 5  は、平衡信
号変換回路６ｂのラインドライバ１７ｂでＲＳ４２２信号に変換され、平衡信号伝送路７
により伝送されて演算装置Ａ側の平衡信号変換回路６ａのラインレシーバ１８ａに入力さ
れる。このラインレシーバ１８ａにより単方向信号ａ 5  に変換された受信信号は、演算装
置Ａ側の信号分離回路５ｂに入力される。
【００３６】
この平衡信号伝送における前記ラインレシーバ１８ａ、１８ｂは、差動アンプとして構成
されているのでコモンモードノイズは除去され、前記平衡信号伝送路７は、図示するよう
に、より平衡度の高い２対のツイストペア線が用いられているのでノーマルモードノイズ
が乗りにくく、耐ノイズ性に優れた信号伝送を行うことができ、信号伝送の距離が長くな
った場合にも外来ノイズによる誤動作や不要輻射による周辺機器への影響を排除すること
ができる。
【００３７】
従って、上記第１の実施形態による構成により、演算装置Ａと第１及び第２の入力装置Ｂ
１、Ｂ２とは、それぞれ混合回路４ａ、４ｂと、信号分離回路５ａ、５ｂと、平衡信号変
換回路６ａ、６ｂとにより、平衡信号伝送路７で接続できるので、周辺機器からのノイズ
による影響を受け難く、また、逆に周辺機器に電磁障害を与えないので、生産設備内で演
算装置Ａと第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２とを離隔地点に設置したような場合でも正
常な動作を確保できる。
【００３８】
次に、本発明の第２の実施形態に係るコンピュータ装置について説明する。図６は第２の
実施形態に係るコンピュータ装置の構成を示すブロック図、図７は光信号変換回路の構成
を示すブロック図である。尚、先の構成と共通する要素には同一の符号を付し、その説明
は省略する。
【００３９】
図６において、第２の実施形態に係るコンピュータ装置２は、演算装置Ａと第１及び第２
の入力装置Ｂ１、Ｂ２とにそれぞれ設けられた信号分離回路５ａと信号分離回路５ｂとの
間の単方向信号ａ 4  、ａ 5  、ｂ 4  、ｂ 5  を、それぞれ光信号変換回路１０ａ、１０ｂによ
って光信号に変換し、光ケーブル１１により相互に伝送できるように構成されている。
【００４０】
前記光信号変換回路１０ａ、１０ｂは、図７に示すように構成されている。光信号変換回
路１０ａ、１０ｂにはそれぞれ電気－光変換回路１９ａ、１９ｂと、光－電気変換回路２
０ａ、２０ｂとが設けられており、ＴＴＬレベル信号の送信信号ａ 4  、ｂ 5  は、それぞれ
電気－光変換回路１９ａ、１９ｂにより光信号に変換されて光ケーブル１１で伝送される
。光ケーブル１１で伝送されてきた光信号は、光－電気変換回路２０ａ、２０ｂでそれぞ
れＴＴＬレベル信号の受信信号ａ 5  、ｂ 4  に変換される。
【００４１】
光信号による信号伝送は、信号伝送路を電気的に絶縁することになるので、原理的にコモ
ンモードノイズを除去することができ、第１の実施形態において説明した平衡信号伝送に
おいて除去できないような大きなコモンモードノイズに対しても有効に作用する。従って
、本構成になるコンピュータ装置２は、ノイズ発生源の多い生産設備等に演算装置Ａと入
力装置Ｂとを離隔地点に設置したような状態でも、周辺機器からのノイズの影響を受け難
く、特に大きな誘導ノイズの発生源があるような環境では有効である。また、光信号伝送
は原理的にも電磁輻射を発生させないので、周辺機器に電磁障害を与えることがない。
【００４２】
上記したごとく、周辺ノイズの影響を受け難い光信号変換による信号伝送路の絶縁の構成
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は、図８に示すように、フォトカプラを用いて構成することもできる。
【００４３】
図８は、演算装置Ａ側に設けられた信号分離回路５ａと、第１及び第２の入力装置Ｂ１、
Ｂ２側に設けられた信号分離回路５ｂとの間に、それぞれフォトカプラ絶縁回路１２ａ、
１２ｂを設け、その間を２対のツイストペア線による絶縁信号ケーブル１３で接続したも
のである。この構成での信号伝送はカレントループ伝送となるため、線路抵抗やノイズの
影響を受け難く、また信号伝送路は絶縁されるので、伝送経路上に混入したノイズが遮断
され、よりノイズに強い信号伝送を実現することができる。
【００４４】
次いで、第１及び第２の実施形態において説明した混合回路４ａ、４ｂの時分割転送方式
のより好ましい態様を本発明の第３の実施形態として説明する。図９は第３の実施形態に
係る混合回路の構成を示すブロック図、図１０は信号伝送の状態を説明する模式図である
。
【００４５】
本実施形態では、演算装置Ａ側の混合回路２１ａをマスターとし、第１及び第２の入力装
置Ｂ１、Ｂ２側の混合回路２１ｂをスレーブとして、マスターである混合回路２１ａの同
期タイミングに従って、スレーブである混合回路２１ｂが動作するように構成されている
。更に、図１０に示すように、混合回路２１ａ（または混合回路２１ｂ）から出力される
双方向信号ａ 3  （ｂ 3  ）は、バケット１とバケット２とにより構成され、前記バケット１
には第１の入力装置Ｂ１と第２の入力装置Ｂ２との区分、前記バケット２には転送するコ
マンドデータやステータス情報が載せられ、バケット２に転送するコマンドデータやステ
ータス情報がない場合には、マスターとスレーブとの間で予め設定されたダミーデータを
転送する時分割転送方式として構成されている。この構成により、２つの非同期の双方向
信号ａ 1  、ａ 2  （ｂ 1  、ｂ 2  ）を同期化して時分割に転送し、１つの双方向信号ａ 3  （ｂ

3  ）とする。
【００４６】
図９において、演算装置Ａ側の混合回路２１ａがマスターとして、第１及び第２の入力装
置Ｂ１、Ｂ２側の混合回路２１ｂがスレーブとして動作する。まず、混合回路２１ａが混
合回路２１ｂに向けて混合信号ａ 3  （Ｔ）を出力する場合と、混合回路２１ｂから混合回
路２１ａに混合信号ａ 3  （Ｒ）を入力する場合との混合回路２１ａの動作について説明す
る。
【００４７】
演算装置Ａから第１の入力装置Ｂ１への送信信号ａ 1  （Ｔ）、演算装置Ａから第２の入力
装置Ｂ２への送信信号ａ 2  （Ｔ）がそれぞれ送信信号入力部４３、４４に入力されると、
送信信号ａ 1  （Ｔ）、ａ 2  （Ｔ）は同期タイミングで出力するまで待機のため、それぞれ
出力データ記憶部４５、４６に記憶される。この出力データ記憶部４５、４６には、前記
送信信号入力部４３、４４に信号入力がないときに出力する予め設定されたダミーデータ
も記憶されている。前記出力データ記憶部４５、４６に一時記憶された出力データは、転
送部４７により同期タイミング発生部２２からの同期タイミングに従ってバケット１に第
１の入力装置Ｂ１、第２の入力装置Ｂ２の区別、バケット２に出力データ記憶部４５と出
力データ記憶部４６とから該当する出力データが転送され、この出力データは出力部４８
により同期タイミング発生部２２からの同期タイミングに従ってスレーブである第１及び
第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２に向けて混合信号ａ 3  （Ｔ）として出力される。
【００４８】
混合回路２１ｂからの混合信号ａ 3  （Ｒ）を入力するときには、混合信号ａ 3  （Ｒ）が入
力部４９に入力されると、入力装置検出部５０において入力データのバケット１から第１
の入力装置Ｂ１、第２の入力装置Ｂ２の区別が検出され、検出された入力装置の区分に該
当するバケット２のデータはそれぞれ入力データ記憶部５１、５２に配分されて演算装置
Ａに出力するまで記憶され、この入力データ記憶部５１、５２に記憶された内容が予め設
定されたダミーデータでないとき受信信号出力部５３、５４からそれぞれ受信信号ａ 1  （
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Ｒ）、ａ 2  （Ｒ）として演算装置Ａに出力される。
【００４９】
次に、スレーブ側の混合回路２１ｂに混合回路２１ａからの混合信号ｂ 3  （Ｒ）を入力す
る場合と、混合回路２１ｂが混合回路２１ａに向けて混合信号ｂ 3  （Ｔ）を出力する場合
との混合回路２１ｂの動作について説明する。
【００５０】
混合回路２１ａからの混合信号ｂ 3  （Ｒ）を入力するときには、混合信号ｂ 3  （Ｒ）が入
力部５５に入力されると、同期タイミング検出部２３により混合信号ｂ 3  （Ｒ）のデータ
から同期タイミングが検出され、出力データ転送部５６は混合信号ｂ 3  （Ｒ）のバケット
１から入力装置Ｂ１、Ｂ２の区別を判別し、該当するデータはそれぞれ出力データ記憶部
５７、５８に第１の入力装置及び第２の入力装置Ｂ２に出力するまで記憶され、この出力
データ記憶部５７、５８に記憶された内容が予め設定されたダミーデータでないとき受信
信号出力部５９、６０からそれぞれ第１の入力装置Ｂ１または第２の入力装置Ｂ２にそれ
ぞれ受信号ｂ 1  （Ｒ）、ｂ 2  （Ｒ）として出力される。
【００５１】
第１及び第２の入力装置Ｂ１、Ｂ２からの送信信号ｂ 1  （Ｔ）、ｂ 2  （Ｔ）を出力すると
きには、送信信号ｂ 1  （Ｔ）、ｂ 2  （Ｔ）がそれぞれ送信信号入力部６１、６２に入力さ
れると、送信信号ｂ 1  （Ｔ）、ｂ 2  （Ｔ）の内容を混合信号ｂ 3  として出力するまで待機
のため、それぞれ入力データ記憶部６３、６４に記憶される。この入力データ記憶部６３
、６４には、前記送信信号入力部６１、６２に信号入力がないときに出力する予め設定さ
れたダミーデータも記憶されている。前記入力データ記憶部６３、６４に一時記憶された
入力データは、入力データ転送部６５により同期タイミング検出部２３からの同期タイミ
ングに従ってバケット１に第１の入力装置Ｂ１、第２の入力装置Ｂ２の区別、バケット２
に入力データ記憶部６３と入力データ記憶部６４とから該当する入力データが転送され、
この入力データは出力部６６により同期タイミング検出部２３からの同期タイミングに従
ってマスターである演算装置Ａに向けて混合信号ｂ 3  （Ｔ）として出力される。
【００５２】
上記動作により、演算部Ａから第１の入力装置Ｂ１または第２の入力装置Ｂ２への２つの
送信信号ａ 1  （Ｔ）、ａ 2  （Ｔ）は、１つの混合信号ａ 3  （Ｔ）として混合回路２１ａか
ら出力され、信号分離回路５ａ、平衡信号変換回路６ａ、平衡信号伝送路７、平衡信号変
換回路６ｂ、信号分離回路５ｂを通じて混合信号ｂ 3  （Ｒ）として第１及び第２の入力装
置Ｂ１、Ｂ２側の混合回路２１ｂに伝送され、受信信号ｂ 1  （Ｒ）は第１の入力装置Ｂ１
に、受信信号ｂ 2  （Ｒ）は第２の入力装置Ｂ２に入力される。また、第１の入力装置Ｂ１
からの送信信号ｂ 1  （Ｔ）及び第２の入力装置Ｂ２からの送信信号ｂ 2  （Ｔ）は混合回路
２１ｂにより混合され混合信号ｂ 3  （Ｔ）として出力され、信号分離回路５ｂ、平衡信号
変換回路６ｂ、平衡信号伝送路７、平衡信号変換回路６ａ、信号分離回路５ａを通じて混
合信号ａ 3  （Ｒ）として演算装置Ａ側の混合回路２１ａに伝送され、第１の入力装置Ｂ１
からの受信信号ａ 1  （Ｒ）と第２の入力装置Ｂ２からの受信信号ａ 2  （Ｒ）として演算装
置Ａに入力される。
【００５３】
以上説明した各実施形態において、第１の入力装置Ｂ１内の通信制御回路２５ｂに第２の
入力装置Ｂ２の通信制御回路２６ｂ、混合回路４ｂ、信号分離回路５ｂを一体的にＬＳＩ
として構成することもできる。第２の入力装置Ｂ２はマウスまたはトラックボールであり
、回路構成の収容に制限があるため、この構成により具体化することができる。
【００５４】
【発明の効果】
　以上の説明の通り本願の第１発明によれば、演算装置と第１及び第２の入力装置との間
の２つの双方向信号は、送信側において
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１つの双方向信号に混合多重化して伝送し、受信
側においては、多重化している１つの双方向信号を第１及び第２の入力装置に対応する２
つの双方向信号に戻して演算装置と第１及び第２の入力装置との間で互いの信号を入出力



【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施形態に係るコンピュータ装置の構成を示すブロック図。
【図２】上記構成における信号分離回路の構成を示す回路図。
【図３】上記構成における時分割の同期タイミング図。
【図４】上記構成における信号分離回路の構成を示す回路図。
【図５】上記構成における平衡信号変換回路の構成を示す回路図。
【図６】本発明の第２の実施形態に係るコンピュータ装置の構成を示すブロック図。
【図７】上記構成における光信号変換回路の構成を示す回路図。
【図８】光信号変換と平衡信号変換とを併用した信号伝送の構成を示す回路図。
【図９】本発明の第３の実施形態に係る混合回路の構成を示すブロック図。
【図１０】上記構成における同期タイミング図。
【図１１】従来例に係るコンピュータ装置の構成を示すブロック図。
【図１２】従来構成に係る信号伝送の構成を示す回路図。
【符号の説明】
１、２　コンピュータ装置
４ａ、４ｂ　混合回路
５ａ、５ｂ　信号分離回路
６ａ、６ｂ　平衡信号変換回路
７　平衡信号伝送路
１０ａ、１０ｂ　光信号変換回路
１１　光ケーブル
２１ａ、２１ｂ　混合回路
Ａ　演算装置
Ｂ１　第１の入力装置
Ｂ２　第２の入力装置
Ｃ　表示装置
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させられる。



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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